
本会記事

第８回核融合エネルギー連合講演会
－新たなエネルギー革命を起こす科学技術“核融合”－

一般講演（ポスター発表）募集

拝啓

核融合エネルギー連合講演会は，核融合エネルギーの研究開発における炉心プラズマや核融合工学を始めとす

る，多くの関連研究分野の成果の検証と共に，核融合科学技術の総合化のための相互理解を深め，今後の核融合

研究開発の進め方について広範な議論を展開する貴重な機会です．また，核融合エネルギーの位置づけや研究開

発の現状と将来展望について社会に情報を発信するという役割も担ってきました．この核融合エネルギー連合講

演会の第８回を，�プラズマ・核融合学会と�日本原子力学会が，関連学協会の共催および後援を得て，下記の
要領で開催いたします．

２１世紀に入り，核融合エネルギー開発は実用化に向けて大きなステップを踏み出しました．今日，広く地球環

境を守るための低炭素社会の実現が叫ばれ，産業のみならず一般社会に至るまで，これに向けての構造改革が求

められています．この２１世紀の社会構造の大きな転換期に，核融合コミュニティは人類社会に核融合エネルギー

を供給するための使命を果たしていくために，核融合エネルギーの研究開発に対する社会の理解と信頼を得る必

要があります．

核融合エネルギーの研究開発は，核燃焼プラズマの実現や関連工学技術の統合をめざす ITERプロジェクトの

推進，原型炉に向けての設計活動や炉材料に代表される研究開発の加速と具体的なロードマップの検討等，世界

的規模でのエネルギー開発という今日的意義にこたえるべく，新たな段階を迎えようとしています．この核融合

エネルギーの研究開発は太陽の中心核の１０倍以上の温度をもったプラズマを体系的に理解するという基礎学術研

究と共に進展して来たものであり，核燃焼プラズマ実現という新たな段階においては，さらに学術基盤と ITER

に代表される研究開発の前線との協働作業がますます重要になってきます．また，この核融合研究分野がビッグ

サイエンスであることの意義と価値を，核融合コミュニティが，他の研究分野に対してアピールしていくことが

重要であり，核融合エネルギー実用化へ向けた新たな段階においては，多様な学協会や産業界との連携活動がこ

れまで以上に切に望まれます．

活気に溢れた議論の場となりますよう，奮ってご参加ください．

敬具

組織委員長 本島 修（プラズマ・核融合学会長）

１． 会 期：２０１０年６月１０日�～１１日�

２． 会 場：高山市民文化会館（岐阜県高山市）

３． 講演申込期限

Webによる受付締切；２０１０年３月１２日� 昼１２：００

・一般講演申込は，原則としてWebで受け付けます．

【Web講演申込記入上の注意】に従って，期限までに

申し込んでください．どうしてもWebからのお申し込

みができない場合は，申込用紙（事務局までお問合せ

ください）を２０１０年３月１１日�１７：００本会必着でご郵
送ください．

・Webでの申し込みは上記締切期限を過ぎますとアク

セスできなくなりますのでご注意ください．

・Web登録が受け付けられると，登録完了画面が表示さ

れ，受付番号を記載した電子メールが連絡代表者に送

られます．この電子メールが届かない場合は正常に登

録されていないことが考えられますので，その場合に

は３月１９日�までに必ず事務局までご連絡ください．
・発表の可否，講演番号は４月初め頃，電子メールでお

知らせします．

・講演申込で登録された登壇者名，講演題目がそのまま

プログラムに記載されます．受付・締切後はこれらの

項目の変更は認められません．

・やむを得ず当日に講演できなくなった場合には，速や

かに事務局に連絡してください．

４．講演予稿集について

Webによる講演予稿原稿提出期限：２０１０年５月７日�
【予稿原稿作成上の注意】に従って，必ず期限までに予稿
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原稿を提出してください．

・予稿原稿は原則としてWebページから送信してくだ

さい．どうしてもWebから送信できない場合には，予

稿原稿を紙に印刷し，２０１０年５月６日�１７：００必着
で，事務局宛に郵送願います．なお，FAX，電子メー

ルへの添付による提出は受け付けません．

・提出期限後においては，すでに提出された予稿原稿の

内容書き換えあるいは掲載取り下げは認められませ

ん．

・５月１７日�以降に全ての予稿をWebぺージ上で公開
いたします．ただし，予稿を閲覧する際には，予稿原

稿受理通知のWebページでお知らせするパスワード

の入力が必要です．なお，講演なしで年会参加を予定

されている方にも参加事前登録をしていただきますの

で，その登録終了画面にてパスワードをお知らせします．

・予稿は冊子体では配布いたしません．予稿はWebペー

ジから，必要に応じてダウンロードするなどしてご利

用ください．

・５月号会誌と同送いたします「プログラム冊子」は，

講演会ご参加の際，各自で必ずお持ちください．会場

での配布はいたしません．会場内でプログラムを希望

される場合には，有料頒布（一冊５００円）となります．

また，部数に限りがあり，ご希望に添えない場合もあ

ります．

５．ポストデッドライン（PD）講演

・講演申し込み締切後に，有意義でかつ緊急に発表する

価値があると認められる結果が得られた場合には，ポ

ストデッドライン講演として申し込むことができます．

・Webページでの指示に従い，５月２４日�～５月２８日�
１７時までに事務局まで所定の内容を電子メールで送信

してください．

・申し込み内容は事前に審査され，６月２日�までに採
択結果を通知します．

・審査の結果，発表が認められない場合もあります．

６．講演者の資格

・主催学会（プラズマ・核融合学会・日本原子力学会）

ならびに，下記共催・協賛学協会＊の会員．海外の学

術団体に関しては同等に取り扱います．

エネルギー・資源学会，応用物理学会，高温学会，低

温工学協会，電気学会，日本加速器学会，日本機械学

会，日本金属学会，触媒学会，日本真空協会，日本赤

外線学会，日本地球化学会，日本鉄鋼協会，日本物理

学会，日本放射化学会，日本放射線影響学会，日本保

健物理学会，腐食防食協会，放電学会，溶接学会，レー

ザー学会，IEEE Japan Council（＊依頼中を含む）．

７．一般講演の制限

・講演の代表として一人一件に限ります．

８．一般講演の発表形式

・ポスター発表：

ポスターボードには横１２０センチ×縦１８０センチの縦長

のパネルを使用する予定です．

９．講演募集分野

連合講演会の趣旨にそったもので，以下に記す分野にお

いて最近行われた研究の紹介，トピックスのミニレビュー

など，学術的に価値のあるものに限ります．

・一般講演募集分野：

A）磁場閉じ込めプラズマ，B）慣性閉じ込めプラズマ・

ドライバー，C）プラズマ診断，D）加熱・電流駆動，E）炉

システム設計・超伝導マグネット・第一壁，F）炉材

料，G）トリチウム・ブランケット，H）プラズマ基礎・応

用，I）理論・シミュレーション，J）ITERおよび BA，

K）その他関連研究．

１０．参加登録および参加費

・講演を申し込まれる方，参加のみされる方，いずれの

場合もWebページhttp://www.jspf.or.jp/8rengo/より

ご登録ください．【登録期限５月１５日】．

・登録終了後，順次，事務局からハガキ型払込取扱票

（全国のコンビニエンスストアで取り扱い可）を郵送

いたしますので，５月２５日までにお支払いください．

尚，この払込期限を過ぎますと「割増料金」が適用さ

れます．また払込取扱票の再発行は有料となりますの

でご注意ください．

・オンライン登録がお済みでも，期日までに払い込みい

ただけない場合は「割増料金」が適用されますのでご

留意ください．事務処理の効率化を図るため，本講演

会への参加申し込みは原則として事前登録とさせてい

ただきます．皆様のご理解とご協力をよろしくお願い

申し上げます．

・参加費は，主催学会ならびに共催・協賛学協会の正会

員６，０００円，非会員７，０００円，学生会員３，０００円，学生非

会員３，５００円です．払込期限の５月２６日以降は，上記参

加費に一律１，０００円の割り増し料金が付加されます．

尚，クレジットカードの取り扱いは行っておりません

（当日受付を含む）．

・いったん払い込まれた参加費は返金いたしません．

１１．テクニカルツアー

講演会開催前日，６月９日�午後に東京大学宇宙線研究
所・スーパーカミオカンデ（岐阜県飛騨市神岡町）の見学

会（バスツアー）を行います．ツアーへの参加には事前申

し込みが必要です．受付は先着順で，定員になり次第締め

切ります．参加費（バス代）は１，０００円です．詳しくはWeb

ページをご覧ください．

１２．懇親会

講演会初日，６月１０日�夕刻，高山祭で用いられる絢爛
豪華なまつり屋台を展示した「まつりの森」ミュージアム

Announcement
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スペース（高山市千鳥町，http://www.togeihida.co.jp/in-

dex.htm）において懇親会を行います．お誘い合わせの上，

ご参加いただきますようご案内申し上げます．参加費は一

般５，０００円，学生２，０００円です．尚，会場へはバスによる送

迎となります．詳しくはWebページをご覧ください．

１３．保育ルーム

・今講演会におきましては，お子様をお持ちの参加者の

利便をはかるため，保育ルーム（和室）を用意いたし

ます．詳細につきましては，事務局までお問い合わせ

ください．

１４．連絡先

第８回核融合エネルギー連合講演会 事務局

〒５０９‐５２９２ 岐阜県土岐市下石町３２２‐６

核融合科学研究所（森崎）

e-mail: rengo２０１０＠nifs.ac.jp Tel：０５７２‐５８‐２１４６

＊最新の情報は講演会Webページにてご確認ください．

http://www.jspf.or.jp/8rengo/

■Web 講演申込記入上の注意
下記Webサイト内のオンライン申し込みページからご

登録ください．セキュリティ確保のためご登録に際しアク

セスキーを入力していただきます．一般講演応募のアクセ

スキーは「rengo8」です．

＊オンライン申し込みWebサイト：

http://www.jspf.or.jp/8rengo/

一般講演登録用アクセスキー：rengo8

・講演申し込み内容の中には省略できないものがありま

す．その場合，注意画面が出ますので指示に従ってく

ださい．

・講演分野の欄には下記の一般講演分野細目に付した番

号を記入してください．

・下記の例を参考にキーワードを３つまで記入してくだ

さい．

・連絡代表者の方を記入する氏名欄と著者を記入する氏

名欄があります（連絡代表者は原則として登壇者とな

ります）．後者には登壇者を含む全員のお名前をご記

入ください．

・講演内容要旨はプログラム編成上の参考としますの

で，十分に内容がわかるように記述してください．

・講演申し込み時に講演受付番号をお知らせいたしま

す．訂正，確認の際に必要になります．

キーワードの例（英語でもよい）：

・カオス，渦 ・径電場，輸送障壁 ・MHD安定性，電流

駆動 ・SOL，プラズマシース，熱流 ・爆縮，R-T不安定

性，照射一様性 ・イオン温度，レーザー散乱，データ処

理 ・材料損傷，スパッタリング，ダイバータ ・ヘリコ

ンプラズマ，成長速度，膜質 など

■予稿原稿作成上の注意
講演予稿原稿を下記の要領にて作成してください．Web

ページには原稿見本を用意しています．

・予稿原稿はA４縦長サイズ用紙に上下左右各 15 mm

の余白をおいて作成してください．

・一般講演は，１ページ以内，その他のオーバービュー

講演，レビュー講演，招待講演，特別講演，特別企画，

シンポジウム等での発表者は２ページ以内で作成して

ください．

・枠内左上隅の指定位置に学会事務局から通知された講

演番号を記入してください．

講演題目は中央揃えにして一行目から書いてくださ

い．

予稿原稿の講演題目は講演申込時のものと必ず同一に

してください．

・講演題目（和文および英文）の下に著者名および所属

略称（和文および英文）を書き，１行以上の空行をお

いた上で本文を書き出してください．

・著者が多い場合，英文著者名の記載を５名程度とし後

は et al.にしてもかまいません．

・図表および写真は原稿内にそのまま貼り付けてくださ

い．

・Webから送信される場合は必ず PDFファイルとして

作成してください．
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